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ツールを使用すると、不要なパラメータやチャンネルを削除するのに役立ちます。上の例

では、左側はライブチャンネルが非表示になっています。この表示方法は、初期設定手順

中に使用するのが適切です。

右側の図でチャンネルアイコンをクリックしたときの追加情報を確認できます。

異なるコンポーネントビューが互いに縮小されているように見える場合は、パソコンの画

面解像度が低い可能性があります。1920 x 1080のフルHDを使用することをお勧めします。
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M1 ECUは、体積効率燃料モデル（VE）を使用しています。

すべての物理的特性（エンジンサイズ、燃料タイプ、インジェクタ流量特性、燃料圧力情

報など）を最初にECUに設定する必要があります。これらは従来型ECUの初期設定とは違い、

あらゆる項目に精密な数値を入力しなければなりません。すべてを正確に入力しなければ

エンジンは正常に作動しません。
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センサー/インジェクター/イグニッション/ノック等がECUのどのピンに接続されているか

についての情報を入力する場所は2つあります。

Tools/Edit input output resources（画面上部）を使うと素早くアクセスできます。

この表示方法は、どこに関連しているのかについての情報がありますが、ライブヘルプが

ないというデメリットがあります。

初めてセットアップするときは、Workbookの[Initial Setup]にある[ECU I/O]を使用しま

す。

どちらの場所でも、最初に設定するチャンネル/センサー/インジェクターを選択してから、

配線されているECUの使用可能な入力を選択します。

M1 Tuneは、選択したセンサーに適した利用可能なピンのみを一覧表示します。

Tuneは自動的に配線ピン接続表を書き出します。これはHelp / Firmware Wiringで見られ

ます。
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クランクとカムのトリガーセンサーパターンを理解することは非常に複雑です、信頼でき

るエンジン制御を実現するために正確に入力して調整する多くのパラメーターがありま

す。各パラメータには重要なヘルプがあります[F1]。

エンジン始動後に最も頻繁に変更されるテーブルは、Hysteresis と Debounceテーブル

です。これらの表は、クランクとカムからの入力信号に電気的トリガレベルとフィルタが

適用される領域です。

繰り返しますが、[F1]は必要に応じて調整方法に関する詳細なヘルプを提供しています。

Cycle Lockが表示されている場合、ECUは信号を認識しています。
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M1では、Thresholdパラメータを使用して、ECUが正確な信号エッジを識別するために使用

する電圧トリガポイントを識別します。

ホールセンサの場合、低い測定電圧と高い測定電圧の中間、1.8 Vから始めます。

マグネットセンサーの場合、OEM ECUへの接続によって信号がプルアップされない限り、0

Vが標準です。

センサータイプによって選択します：

・Hall sensor: Set Pull-up on

・Magnetic sensor: Set Pull-up off
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エンジン速度の基準（Ref）と同期（Sync）の入力には、トリガーレベルの調整が必要で

す。

マイクロ秒単位の時間に基づくフィルタです。 （F1）
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上記の例では、基準オフセットはSync歯の直前のRef歯から計算されています。

エンジンがクランキングされたときの速いECUの同期をもたらします。
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Reference Offsetは負の数にすることができ、最小の数を使用する方が推奨です。

たとえば、Reference Offsetが600度になる場合、これは-120度を使用した場合と同じに

なります。この場合 -120度の方が推奨です。

エンジンがクランキングし始めるとき、関連したレポートをECUで見ることができます。

Engine Speed Reference Stateチャンネルは、ECUのエンジン位置計算プロセスの段階を

報告します。

ECUがプロセスのどの部分で問題を抱えているかを判断することができます。
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TuneソフトウェアでECUを見るときは、エンジン始動の問題について、最初にEngine Spee

d Reference Stateを確認します。

RefとSyncに問題が発生した場合の詳細を表示します。
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このページには、エンジンを作動させるために設定が必要なすべてのセンサーが含まれて

います。正確なECU動作を実現するためには、これらの各センサーを正しく校正する必要

があります。

ツールバーの検索機能を使用して、調整していないセンサーを削除して表示を簡単にする

ことができます。上の例は、チャンネルアイコンを使用して取得したさまざまなビューを

示しています。このボタンを切り替えると、ライブチャンネルデータが画面に追加/削除

されます。
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Initial Setup ECU I / Oにリソースを割り当てるための専用ワークシートがあります。

これは他のワークシートに表示される内容も制御します。

たとえば、Boost Normal Output Resourceに割り当てられているリソースがない場合、Bo

ost Controlの設定は表示されません。
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M1にセンサーを設定するには、次の手順に従います。

1. Edit Input output resourcesメニューまたはCalibrateコンポーネント内にあるAll C

alibrateリストの中からセンサー名を探します。

2.センサー名の下にSensor Resourceと呼ばれるパラメーターがあります。

3.リソースの隣にあるドロップダウンメニューは、入力タイプのすべての利用可能なドロ

ップダウンオプションを表示します。

例： AV1、AV2、AV3、AV7、AT3、AT5

4.接続されている入力ピンをクリックすると、割り当てが完了します。

5.校正に関連する他のパラメータを確認して設定します。これらはCalibrateコンポーネ

ントにあるリスト内でのみ見ることができます。

例：「inlet manifold pressure sensor」

6.実際のセンサーキャリブレーションを設定します

7.Diagnostic High/Low limit、Default値、Filter値を設定します。

8.スイッチの場合は、Debounce、Active Edge、およびTrigger Threshold値を設定します。
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1.Sensor Resourceを選択します。

2.Sensor Resourceの下に、Sensor Calibrationというパラメーターがあります。

3.ドロップダウンをクリックして、利用可能なキャリブレーションを選択します。キャリ

ブレーションはOE部品番号を使用して一覧表示します。キャリブレーションの詳細を確認

するためにはヘルプを参照します。

4.キャリブレーションが選択されると、手動キャリブレーションとDiagnosticレベルは非

表示になります。

5.ユーザーが何らかの理由でキャリブレーションを変更したい場合は、専用のOEキャリブ

レーションではなく[Manual]を選択してください。
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1.Sensor Resourceを選択します。

2.Sensor Resourceの下に、Sensor Calibrationというパラメーターがあります。

3.ドロップダウンをクリックして[Manual]を選択します。

4.Manualが選択されると、キャリブレーションとDiagnosticが調整用に表示されます

5.キャリブレーション情報を[Translation]テーブルに入力します。
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ECUの性能を引き出し、エンジン制御能力をさらに向上させるために使用できるセンサー

があります。

燃圧センサーはとても重要ですが、多くのエンジンにはありません。M1には燃圧をモデル

化する方法があるため、センサーがなくても制御ができます。

可能であれば、燃圧センサーを取り付けて使用する必要がありますが、無い場合は、次の

パラメーターを入力します。

1.Default Fuel Pressure ： 燃料ポンプON、エンジンOFF時の燃圧

2.Regulator Type ： インレットマニホールドに接続されているか（加圧基準）、または

周囲圧力に接続されているか（加圧無し）

3.Regulator Ratio ： 通常は1ですが、ログデータを確認して必要であれば修正します。
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この画面は、コイルに関するすべての情報を入力してテストするためのものです。

キャリブレーションが[Manual]に設定されている場合は、[Charge Time]テーブル（正式

にはDwell）が利用可能です。

この画面では [Ignition Driver Firing Edge]も指定します。MSD以外のほとんどのシス

テムでは[Falling Edge]の点火トリガーが使用されています。

また、[Reference Offset]のチェックもする必要があります。
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使用するインジェクターの流量特性を精密にプログラミングすることで、M1 は最大の性
能を発揮します。インジェクターの流量特性については、一部のメーカー以外は非公表と

なっているため、ユーザーが精密なプログラムを構築するのは非常に困難です。

このため、M1 には各メーカーのインジェクターのキャリブレーションデータが登録され
ており、ユーザーはドロップダウンメニューから選択するだけで流量特性の設定が完了し

ます。

このキャリブレーションは常に更新されており、アップデート毎に利用可能なインジェク

ターの種類が増えています。

マニュアルキャリブレーションを使用して[Linearisation]テーブルをインポートする場

合は、関連パラメータが正確に入力されていることを確認する必要があります。

1.Reference Flow - インジェクタの最大流量

2.Reference Pressure - 上記の測定時の燃料圧力

3.電気的特性 - Peak and HoldまたはSaturated、Peak and Holdの値

インジェクタテストもこの画面で実行します。
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M1の燃料噴射制御は、ECUのEngine Efficiency Map（吸気の充填効率MAP）とAim Lambda

（目標空燃比）、インジェクタから供給される燃料の正確な量を計算するためのFuel Inj

ector Linearisation Tableの、3つのテーブルを組み合わせて、基本の燃料噴射おこない

ます。解りやすく説明すると、Aim Lambda（目標空燃比）に対して必要な燃料を設定する

画面です。

主な利点は、Aim Lambdaを変更する必要がある場合、チューナーはAim Lambda Tableの数

値を変更するだけです。インジェクターのパルス幅の調整は自動的に行われるため、調整

の必要はありません。
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最大流量値が分かる場合は、インジェクタを非線形流量範囲内で特徴付けることが可能で

ある。

ECUは、Fuel Injector Linearisation Tableの終了値と最大流量値の間にある情報を入力

します。
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M1には、さまざまなエンジン回転リミット設定テーブルがあります。

Maximumは、ユーザーが設定するエンジンのレブリミットを入力する項目です。

その他にも以下の表などがあります。

Coolant Temperature＝水温リミット。一定の水温以上で作動する回転リミット。

Engine Load Average＝負荷リミット。一定以上の出力で連続運転した際の回転リミット。

複数のリミット設定が同時に作動する場合は、最も低いエンジン回転数に設定したテーブ

ルが優先されます。

Engine Speed Limit Stateは、どのリミットテーブルが現在使用中かを表示します。
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レブリミットを設定する項目です。

リミッターは、設定値でいきなりガクンと効く物ではなく、まず点火をカットし、その後

に燃料をカットします。

燃料やイグニッションのカット範囲を調整することができます。

M1は、ユーザーがイグニッションカットからフューエルカットへのオフセットを調整でき

ます。
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M1は複数の状況に応じたEngine Speed Limit（エンジン回転リミット）設定を持っていま

す。たとえば、スピードリミット、一定以上のエンジン水温、油圧が低すぎる場合などが

設定できます。

ユーザーが複数設定したリミッターのどれかが作動する場合、まずリミッタープログラム

が点火リミッターに指示を送ることで点火カットが始まり、点火リミッターから燃料リミ

ッターに送られた指示で燃料リミッターが作動します。
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M1 ECUには、制限された順序でカットされたシリンダ数を記録する機能があります。

Speed Limit、Gear Change Ignition Cutなど、カットカウントをログに記録することで、

チューナーはカットイベントがいくつ行われたかを正確に確認することができます。
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M1シリーズECUにはラムダが内蔵されていないため、ほとんどの場合、ユーザーはLTC（ラ

ムダtoCAN）をCANバスに接続して、ラムダセンサーを接続します。

M130 ECUには1つのCANバスがあり、M150には3つあります。

デフォルトでは、LTCはMoTeCの出荷時に1MBのCANバス速度にプログラムされています。

したがって、ECU内の選択されたCANバスも1MBに設定する必要があります。

LTCの工場出荷時のCANアドレスは0460で、LTCD内の2番目のLTCデバイスは0461に設定され

ています。（LTCはMoTeC LTCマネージャーを使用してプログラム可能です）

LTC Enable MessageをEnableにすることで、ユーザーは起動時にLTCを直接実行するよう

に指定でき、コールドスタートの調整が可能になります。
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設定された出力があるところは、同じWorksheetに利用可能なテスト出力セクションがあ

ります。
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Ref/Syncモードの識別や、故障診断を支援するために、Capture Inputs機能を使用するこ

とができます。

M800系ではクランク角センサーのみ波形をキャプチャーできましたが、この機能により、

最大12個のデジタルインプットすべてをキャプチャーできるようになりました。

可変バルタイのエンジンなど、4本のカムとクランクシャフトの関連した動きが一目瞭然

になるため、配線の接続確認なども不要となり、迅速なチューニングが可能となりました。

システムは、角度で測定されたクランクシャフトの位置に対して、キャプチャされたすべ

てのトレースをプロットします。
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上の図では、エンジンにマグネットのクランクセンサーとカムセンサーがあることがわか

ります。この場合、クランクの各歯の間に30度があることが測定でき、クランクに12個の

歯があることを示唆しています。

カム歯の問題に注意してください。

ボルトをトリガー歯として認識してしまっています。



- 29 -

M1 Tune内で数値を変更する際、変更した数値はすべて「有効」であり、入力するとすぐ

に反映されます。このためPCとM1を接続中は、リアルタイムで入力した値を実行します。

ただし、複数の数値を同時に変更する必要があるパラメーターに関しては、即時の変更が

行われません。これらを変更した場合は、有効にするためにECUを一旦リセットする必要

があります。ECUのリセットを必要とするパラメータは、Tuneの名前の後に赤い旗のアイ

コンがあります。

Engine EfficiencyやIgnition Timingの数字を変更すると、M1は即座に噴射量や点火時期を変

更します。ただし、この変更は一時的な物で、PCとM1の接続が切断された場合、変更した

数値はリセットされ、元の値に戻ります。

セッティング作業で変更した噴射量や点火時期にデータを変更する場合は、Save（保存）

してください。この作業でPC上のデータとM1内データの両方が、セッティング後の物に書

き換えられます。
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「Q」はパラメータとテーブルに対して特別な機能を実行します。

この機能は選択した項目によって異なります。

Fuel Efficiency Main Tableで使用した場合、実行される機能はQuick Lambda（クイック

ラムダ）です。Quick Lambda関数をリアルタイムで使用すると、現在稼働中のエンジン位
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置に最も近い一つのサイトに移動し、Efficiency MapをLambda Aim（目標空燃比）にでき

るだけ一致するように変更しようとします。

テーブルの値と目標値が大きくずれている場合は、「Q」機能を2〜3回押して正しい値に

安定させる必要があります。

このQuick Lambda機能は一時停止中でも機能します。

データ収集を一時停止し（ T キー）、カーソルを後ろに動かしてラムダ測定値を確認す

ることができます。

時間グラフでサイトが選択されたら、この一時停止データに対して「Q」を押すと、Tune

は同じQuick Lambdaアクションを実行します。

これは、表示されているウィンドウを開くことによって行われ、変更がEngine Efficienc

yテーブルに適用されると、生成されているデータをチューナによって確認することがで

きます。

同様の機能を実行するもう1つのオプションに「W」があります。

「W」が押されると、チューンは以下を実行します：

1.現在のエンジン稼働サイトに最も近いサイトを選択します。

2.現在のラムダ値とそのサイトのFuel Mixture Aim値を使用して、このサイトに対してク

イックラムダを実行します。

3.次に、Tuneは、現在のラムダの読み取り値を使用して、テーブル内の次のサイトに対し

て同じQuick Lambda関数をより高いエンジン速度とより高い効率（対角方向のサイト）の

方向に実行し、それらのサイトの値を目指します。

これと同じ機能が一時停止データを使用しても機能します。

燃料テーブルをオフラインまたはオフサイトのデータから調整する必要がある場合は、

「L」Lambda Was機能を使用します。

「L」を押すと、記録された値を使用するのではなく、記録されたラムダ値を入力するよ

うにユーザーに促します。
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「Q」機能は、「Q」アイコンが表示されているパラメータまたはテーブルに対してキャリ

ブレーションを実行できます。

アイテムが選択され、 'Q'キーが押されると、Tuneアプリケーションは特別な機能を実行

してその値を調整します。

例としては、スロットルポジションメインおよびオフセット値の設定があります。

プロセスは以下になります：

1. Throttle Pedal Sensor Main Offsetパラメータを選択します。

2.スロットルペダルから足を離した状態で、「Q」キーを押します。「Q」キーを押すと、

チューンアプリケーションは現在のピン電圧を使用し、Throttle Pedal Sensor Main Off

setパラメータをその値に設定します。

Throttle Pedal Sensor Tracking Offset値も設定します。

これにより、Main offsetとTracking offsetのDiagnostic HighとLowの値も設定されます。

3. Throttle Pedal Sensor Main Scaleパラメータを選択します。

4.スロットルペダルをいっぱいに踏み、「Q」キーを押す

「Q」キーを押すと、チューンアプリケーションはピン電圧を読み取り、Throttle Pedal

Sensor Main Scale値を計算します。 これにより、Throttle Pedal Sensor Tracking Sca

leの値も設定され、必要に応じてDiagnostic HighとDiagnostic Lowの値が調整されます。
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一時停止してライブ値を確認する

M1 Tuneソフトウェアはライブデータを表示することができます。

（デフォルトでチューニング画面の右下に設定されています）

値はチャート、グラフ、ゲージの組み合わせで表示され、調整中に効率的にエンジンを監

視できます。

M1 Tuneにはライブデータ表示を一時停止する機能（Tキー）があります（それでもロギン

グは行われますが、画面は更新されません）。

Tuneがこの状態になると、 'Connected'アイコンが点滅し、チャンネル値はすべて一時停

止します。

その後、Time Graph内のカーソルを任意のポイントまでドラッグすることができます。

ここから、ズームインしたりズームアウトしたりして、i2の場合と同じようにデータをよ

り詳細に表示できます。

Tuneアプリケーションを一時停止から解除すると、ライブ表示状態に戻り、一時停止中に

見逃した値とともにライブ値が表示されます。
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M1ロギングシステムには次の機能があります。

・8つの独立したログシステム

・ユーザーは自分が表示できるアクセス権を持っているログのみをダウンロードおよび変

換できます。

・ロギングをダウンロードできますが、ロギングデータを変換することはできません。

・制限付きログ設定を表示するためのユーザアクセスの制御

・ログセットごとのメモリ割り当て

・ループロギング

・選択可能なロギングレート

Channelsリストから、ユーザは、必要なログレートに合わせて、チャネルまたはチャネル

のグループを選択できます。

M1ロギングは８つの独立したログデータセットにセキュリティーを個別に設定ができるた

め、ログデータセットごとに別々のユーザーが確認することができます。
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M1のロギングチャンネルの選択

・チャンネルは左側をスクロールして探索するか、検索バーを使ってフィルタすることが

できます。

・チャンネルは、左側（ロギングしない）と右側（ロギングする）に表示されます。

・1つまたは複数のチャンネルがハイライト表示されたら、それらをドラッグしてその上

に配置できます。

・右クリックして適切な周波数グループを選択することができます。

・Auto Schedulingは各チャンネルをあらかじめ決められたデフォルトログレートに設定

します。
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ユーザーは、選択したワークシートへのショートカットとして、F5.6.7.8キーに割り当て

ることができます。

セットアップは、キーごとに複数のワークシートを構成することができます。

Fキーはすでに別のショートカットに割り当てられていますが、Altキーを押しながらFキ

ーを押すとショートカットが機能します。

F5：Component Property

F6：Component Full Screen

F7：Show Invalid Data Summary

F8：Open ECU
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アラーム設定は、どのパッケージがロードされていても動作する、独立した専用のアラー

ムシステムです。

ユーザーは複数のチャンネルと数学的条件に基づいて設定できます。
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M1パッケージには多くのHelpがあります。

特定の機能がどのように機能するかについての説明があります。

グループヘルプは、任意のチャンネルでF1キーを押して、一番下のSee Also(関連項目)で、

さらに説明を見つけるための推奨場所が表示されます。


